
令和８年度第一回大阪狭山市立中学校部活動の地域移行協議会 

 

日時：令和８年（2026年）５月２６日（火）１８時００分～ 

於：市役所３階協議会室 

次第 

 

１．委嘱及び任命 

 

 

２．委員紹介 

 

 

３．教育部長挨拶 

 

 

４．神戸親和大学 松田教授による講演 

 

 

 

５．会長及び副会長の選任 

 

 

６．本市の状況、方向性や現状と課題について 

・令和７年度の取組みと、今年度の方向性について 

・令和７年度民間委託事業について（報告） 

 ・児童、保護者（小学校４年生～６年生対象）アンケートについて 

 

 

７．諸連絡 

  第二回協議会について 

 

８．おわりに 



令和８年度 大阪狭山市立中学校部活動の地域移行協議会委員 名簿一覧 

 

任   期   令和８年４月１日～令和９年３月３１日 

定   数   ２０人以内 

委嘱・任命人数  １３人 

委 嘱 者   大阪狭山市教育委員会 

                                                           

令和８年４月１日現在 

 
名   前 備   考 

１ 池上 正 大阪体育大学客員教授 

２ 石田 浩史 
総合型地域スポーツクラブ 

NPO法人大阪狭山スポーツクラブ代表 

３ 菊屋 英一 
総合型地域スポーツクラブ 

南コミュニティクラブ代表 

４ 山村 歳幸 
総合型地域スポーツクラブ 

さやまコミュニティクラブ代表 

５ 田畑 直次 大阪狭山市体育協会会長 

６ 岡本 憲一郎 大阪狭山市文化協会会長 

７ 山口 高輝 大阪狭山市立小中学校保護者代表 

８ 伊知地 豊 大阪狭山市立狭山中学校長 

９ 平島 和 大阪狭山市立南中学校長 

１０ 寺下 憲志 大阪狭山市立第三中学校長 

１１ 上谷 和樹 大阪狭山市立中学校部活動顧問教職員 

１２ 寺村 誠也 大阪狭山市立中学校部活動顧問教職員 

１３ 山口 裕之 大阪狭山市立中学校部活動顧問教職員 

 



令和８年（2026 年）４月 

 

大阪狭山市内小・中学生の皆さん 

保護者の皆さまへ 

大阪狭山市教育委員会事務局 

 
 

今後の部活動地域展開について 
 
 

日ごろは、本市の教育活動にご理解・ご協力いただき、誠にありがとうございます。今後の本市の部活動地域展開

につきまして、以下のとおり進めてまいりますので、ご理解いただきますようよろしくお願いいたします。 
 

１．実証事業実施部活動と運営方法について 

 ※上記活動日以外の、平日及び休日の活動については、一部学校による部活動を実施することがあります。 
 
 

２．活動時間について 
・卓球部・サッカー部・吹奏楽における実証事業の活動時間は、２学期以降、学校の最終下校時刻に準じない形で 

活動が可能になります。（例：学校の最終下校時刻が１７：００の場合でも、１８：００まで活動を行う） 

・学校の会議日など、学校部活動ができない日の活動も可能になります。 
 
 
３．ご家庭の負担について 

月額２，０００円（指導者への謝金及び運営費の一部として） 

※令和８年９月～令和９年３月 令和８年度ご負担額合計：「２，０００円×７か月間＝１４，０００円」 

 ※活動における道具に係る費用や大会等の参加費や交通費については、これまでの部活動と同様に別途必要と

なります。 

   ※令和９年度のご負担額については、令和８年度中にご案内いたします。 

   ※就学援助世帯のうち、実証事業の活動に参加する生徒のご家庭には、上記金額の補助を行います。 
 
 

４．他の部活動について 
・上記部以外の部活動については、令和８年度は現状の活動（学校による部活動）を継続します。 
 

 
部活動 委託先 実施内容等 

運

動

部 

卓球部 民間企業 

✅平日１日・休日１日 ※令和６年９月～ 

✅対象：市内中学校卓球部所属生徒 

✅原則３中学校合同部活動 

✅原則市内の中学校施設で活動 

サッカー部 地域団体 

✅平日２日、休日１日 ※令和７年９月～ 

✅対象：狭山中学校・南中学校サッカー部所属生徒、第三中学校希望生徒 

 ※第三中学校希望生徒は、狭山中、南中のどちらかの活動に参加可能。 

ただし、他の部活動と兼部はできません。また、参加希望生徒は、登録申

請が必要となります。 

✅原則市内の中学校施設で活動 

文

化

部 

吹奏楽部 地域団体 

✅平日２日、休日１日 ※令和８年９月頃～ 

✅対象：市内中学校吹奏楽部所属生徒 

✅平日は、原則市内の中学校施設で活動。 

休日は、中学校施設を使用した合同練習を基本とし、ホール等を使用 

した合同練習をすることもあります。 



 
５．今後のスケジュールについて 
  

 
 
 
 
 

６．「さやまプラス」について  

子どもたちが主体的に、またさまざまな活動

に参加できる形として、部活動は、「さやまプラ

ス」という新たな活動に移行していきます。 

 

・問い合わせ先 

大阪狭山市教育委員会事務局教育部教育指導グループ  ℡：072-360-4523（直通） 

                生涯学習グループ  ℡：072-349-9487（直通） 

①地域のスポーツ・文化芸術団体をはじめ 

とした幅広い団体が 主体となり、学校の 

施設等を活用し、スポーツや文化芸術活動 

な ど 、 子 ど も た ち に 活 動 の 場 を 提 供 

します。  

 

②「仲間と楽しんで活動する」「目標に向けて 

一生懸命に取り組む」など、子どもたちの 

意向を尊重します。  

 

③活動団体は登録制とし、要件を満たす団体 

を教育委員会事務局が公募し、審査を 

行ったうえで登録します。 

 

④子どもたちは校区を越えて、子どもたち 

 自身が「やりたいこと」を選んで活動 

します。  

 

⑤「さやまプラス」は会費制とし、各活動 

団体の運営に必要な最低限の費用は原則 

として各家庭にご負担いただきます。 



卓球部生徒アンケート R8年３月実施 

 

 

 

●4.3％ 
 
●2.2％ 

 
6.5％ 

 
4.3％ 

10.9％ 
   

6.5％ 



 

 

 

指導者（教員以外）が行う部活動について感想や要望を自由に書いてください。 

・もっと休んだときの連絡をしつかりしてほしい 

・教え方がうまいです 

・丁寧に教えてくれて分かりやすい。試合にもしっかり勝てるようにがんばりたい 

・技などをより詳しく丁寧に教えてくれる 

・狭山中だけでやりたいです 

・すごく熱心で分かりやすいです 

・自主練習がもう少し欲しいです 

・卓球を上手にできる人がたくさんいて、自分もとても楽しいです 

・先生は教えるのがうまい、先生はおしゃべり上手 

・話が長くよくわからないことがあるけれど上達はしてきている 

 

 



卓球部保護者アンケート R8年３月実施 

 

 

 

 
6.9％ 

10.3％ 
 

3.4％ 

 
3.4％ 

4．部活動における統括責任者との連絡体制（欠席・怪我・予定連絡等）及び、対応について、満足されていますか？ 



  

 

卓球部保護者アンケート 自由記述等 

5.の質問に回答した、その理由について教えてくださ

い。 
6．「大阪狭山市立中学校部活動指導管理運営業務委託事業」につ

いてのご要望やご意見、期待すること等あればご記入ください。 

教員の負担を減らすべきだと思うからです   

外部委託する方向に強制的に持っていってるのに今更

元に戻せないだろうがあまりいいとは思ってない 

ガチで運動する子供にはいいんだろうが身体を動かそう位の子供に

はどうなんかな?と思うし高校はまた普通に外部委託とは関係なく

なり高校のクラブ活動になるんであれば中学の期間の活動と高校の

クラブ活動の差が出ないようにされてるのか疑問です。 

例えば上下関係上下関係を知らず高校クラブ活動でいじめ問題につ

ながらないか 

運営方法に熟考が必要だと感じました 

現在の活動状況についてですが、南中学校での実施が月に 1～2 回

程度と少なく、活動の大半が狭山中学校で行われているように感じ

ております。 

そのため、参加が難しい状況です。できましたら、部活動は原則とし

て各学校を拠点に実施していただけると大変ありがたく存じます。 

特に平日の放課後に遠方の狭山中学校まで移動することは、現実的

に難しい面がございます。ご事情もおありかとは存じますが、ご配慮

いただけましたら幸いです。 

学校を終えてから違う学校まで行く時が大変そうだから   

学校の部活の感じは残って欲しい   

とても良いと思うが、活動場所が他の中学だと時間的に

参加しにくいことがあるので、市全体ではなく中学ごと

に活動できれば、もっと良いと思います。 

各中学校ごとに活動でき、活動の回数も増やしてもらえると、成長期

の運動の機会の増加が望めると思います。 

基本賛成ですが問題点もあると思います   

部活動は大事なので継続する意味でも積極的に進めた

方がいいと思う   

特に問題なくクラブ活動に参加できている   

先生の負担が減って、授業の準備ができるから。それぞ

れ部活のスペシャリストの特別な指導が望める。 
自分の中学校で部活ができるか、違うのであれば、バスなど出してく

れたら助かります。 

学校が終わってからの違う学校への移動が大変   

※同列に記載の回答は同一保護者による意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．子どもたちのスポーツ・文化活動環境の充実や教員の働き方改革をめざした、部活動の外部委託についてどう思われますか？ 



卓球部教員アンケート R８年３月 

 

 
 

卓球部教員アンケート 自由記述等 

③ の質問でご回答いただいた理由について教えてく

ださい。 

「部活動管理運営等業務 」に対するご意見、期待すること等あれば 

ご記入ください。 

連絡をしっかりとってくれるため 

統括責任者や見ていただいてる担当者の方には感謝しています。 

一つ意見があるとしたら、今後の方針（顧問会議や試合運営に当た

ったときなど）をどうするのかを、市教委と連絡を取り合って定め

た上で、こちらに情報をしっかりとおろしてほしいです。 

迅速に対応してくださるので 今年も１年、お世話になりました。ありがとうございました 

こまめに連絡をしていただき大変助かっております 
今の部活の在り方に、非常に満足しております。 

今後とも引き続くことを期待します。 

※同列に記載の回答は同一教員による意見 

 



令和７年度 令和８年度 令和９年度

・民間委託実証事業の検証
・地域団体委託実証事業実施
・部活動地域移行協議会の運営

・民間、地域団体委託事業の検証
（運動部・文化部）

・部活動地域移行協議会の運営
・令和９年度の体制確定

・部活動完全地域展開９月頃〜
（運動部・文化部ともに新体制より）

・持続可能な運営に向けた協議会の運営

▶令和６年度の卓球部の活動実績の
結果の検証
▶卓球部の民間委託事業
継続 → 平日１日、休日１日
▶９月〜グラウンド使用部
（サッカー部）を地域団体委託
新規 → 平日２日、休日１日
▶大阪狭山市部活動地域展開ガイド
ラインの検討
▶団体(指導者)、活動場所の確保・
検討 ※登録システムの検討
▶入学説明会にて令和８年度以降の
方針詳細を６年生児童・保護者に
説明
▶運用システム（受益者負担）に
ついての検討

▶大阪狭山市部活動地域展開ガイドラインの策定
▶団体(指導者)、活動場所の確保・検討 ※登録システムの策定
※９月より団体募集の開始
▶地域展開体験活動の実施
▶令和７年度の民間委託と地域団体委託の活動の効果検証
▶卓球部の民間委託事業 継続 →平日１日、休日１日
▶サッカー部の地域団体委託事業
継続 → 平日２日、休日１日
▶９月〜文化部（吹奏楽部）の実証事業を開始
新規 → 平日２日、休日１日
▶実証事業における一部受益者負担開始
▶生活困窮者世帯への支援制度開始
▶教職員の兼職兼業についての周知
▶放課後の活動団体一覧を生徒へ配付
▶入学説明会にて令和９年度以降の方針の詳細を６年生児童・
保護者に説明
▶ホームページや広報等による取組み状況の進捗の発信やガイド
ライン、募集要項等の掲載
▶令和９年度以降の団体管理方法についての検討
▶令和９年度の予算の検討・確保
▶令和１０年度以降の予算の検討

▶部活動地域移行協議会で今後の方針
（持続可能な運用方法）の検討
▶令和８年度の民間委託と地域団体委託の活動
の効果検証
▶民間委託と地域団体委託事業の終結
▶部活ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝにて、放課後の活動団体一覧を
生徒へ配付
▶ホームページや広報等による取組み状況の発信
▶団体管理についての検討
▶令和１０年度予算の検討・確保

大阪狭山市部活動地域展開スケジュール
１．令和９年９月頃〜完全地域展開を行う。それに伴って学校部活動は廃止する。
２．「大阪狭山モデル（さやまプラス）」を構築し、放課後の時間帯は、地域のスポーツや習い事、自分の興味関心に使う時間と

する。
３．運動部活動の民間企業（令和６年９月〜）と地域団体（令和７年９月〜）への一部委託における実証事業を実施。文化芸術部

活動についても、地域団体（令和８年９月〜）実証事業を実施する。※実証事業実施部活動については一部受益者負担を実施。



部活動の地域展開に関する

実態調査アンケート結果報告

令和８年度（2026年）４月～５月実施

対象：市内全小学校 4・5・6年生児童および保護者



調査実施概要

1,458
有効回答児童数

706
有効回答保護者数



中学生での活動意欲（児童）

全体（68.7%）の児童が「活動したい」という明確な意欲を示しています。



やってみたいスポーツ種目（児童回答）

ソフトボール

バレーボール

バドミントン

ダンス

武道

eスポーツ

スケートボード

ゴルフ

ハンドボール

バスケットボール

バドミントン、サッカー、バスケットやテニス、バレー

ボールといった従来の球技に加え、ダンスやeスポーツ、

釣りなどの新興ニーズが顕著に出ています。



文化・芸術・科学活動のニーズ（児童回答）

料理・ものづくり・パソコン、プラグミングなど、既存

の部活動枠を超えた多様な展開が求められています。

軽音楽（ギターなど）

三曲（和楽器など）

料理

工作・ものづくり

パソコン・プログラミング

ボードゲーム

書道

演劇

日本舞踊



活動に求める目的（児童回答）

競技志向（勝利）よりも「仲間との楽しみ」や「自己研鑽」を重視する傾向がある。



家庭における習い事・費用実態（保護者回答）

月謝負担の現状

月額「10,000円以上」支出している家庭が 57.3%。家計へ

の負担感は大きく、地域移行における「低コスト化」は重

要な鍵となる。

79.9%
現在習い事をしている



地域移行の展開に期待すること（保護者回答）

楽しみ重視

スポーツや文化を楽しみな

がら参加できる環境

70.2%

専門的な指導

専門的な指導員による技術

・競技力の向上

35.2%

学校を超えた交流

学校の枠を超えた、新しい

友人関係の構築

33.2%



地域移行で心配・懸念されること（保護者回答）



児童の活動可能時間帯のニーズ

平日（放課後）

16時〜18時

支持率：56.8%

塾や他の習い事と競合しない時間帯の確保が課題。

休日（土日）

午前中 (9~12時)

支持率：69.2%

午後は家族の時間としてのニーズが高く、

午前集中型が望ましい。



地域サポーターとしての可能性（保護者）

39.7%
「週に1回」なら協力できる

協力可能な時間帯 保護者の約4割に見守りや運営補助の可能性があ

ります。指導者としての協力（5.4%）は限定的

ですが、「運営のサポーター」としての参画余

地は十分にあることがわかった。。

休日午前：24.5%

平日16-18時：11.0%


